
　厚生労働省の2022（令和４）年の歯科疾患実態調査によると、わが国の20
代以上の９割強がう蝕に罹患しており、また20代では７割以上、30代では８

割前後の人が歯周病、もしくは歯周病の予備軍であることがわかります。

　コロナ禍において一時期、口腔内環境の重要性が取り上げられましたが、個

人的には歯科受診率に大きな変化がみられないと実感しています。その理由と

して挙げられるのは、歯科医院とは “できるなら行きたくない ”や “ 痛くなっ

たら（何か問題が出たら）仕方なく行く ”という認識が根強い場所のようです。

そのため、“痛くなったら歯科へ行く＝痛い治療になる ”という方程式が成り

立ち、歯科治療に対する恐怖心が備わってしまったのだと考えられます。

　そもそも、筆者はう蝕や歯周病は本来、セルフケアがしっかりとできていれ

ば、罹患せずに済む疾患であると考えています。そこに定期的なプロフェッショ

ナルケアが加われば、さらに罹患率を低下させられるのではないでしょうか。

　もちろん口腔内に問題がなく、定期健診として受診される方もいますが、そ

の際のプロフェッショナルケアでも“痛みを伴った”という声をよく耳にしま

す。それが原因で健診への足が遠のいたこともある、とセカンドオピニオンで

受診された患者さんからうかがったことが多々あります。

　人生100年時代ともいわれる昨今、健康維持や健康増進には口腔内環境の改

善が必須と考えられております。そのためには、われわれ歯科衛生士の力なく

しては成り立たないといっても過言ではないでしょう。従来の施術方法でもよ

いでしょうが、今後主流になると思われるエアアブレージョン（パウダーケア）

を使用した新しい施術方法で、多くの患者さんに “歯科は気軽に行けて快適な

場所である ”と思ってもらえるような方法を拡げられればと切に願っています。

　すでに取り組んでいる歯科衛生士のみなさん、メインテナンスだけに使用す

るのはもったいないです。保険診療でも使用可能なため、歯面清掃だけではな

く、う蝕予防に期待できる方法もあります。これから導入をお考えの歯科医院

のみなさん、各社製品さまざまな特徴を兼ね備えております。本書をご参考い

ただき、ご自身の診療スタイルに合わせた選択の指標にしていただければ幸い

です。
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